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☆　ホームページアドレスが新しくなりました。

　 To　tell　the　story 21

　　　　　　　　　　「「名名前前ののなないい僕僕とと、、名名前前ののいいららなないい子子どどももたたちち」」

時代にふり回されるのではない  自分の人生を語ってほしい、　

あの時  心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、

後悔に 身をふるわせたこともある  自分の人生を語ってほしい、　

笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、

今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい

　公同教会キャンプで１００人の子
どもたちと過ごした三日間は、僕に
とって『名前のない三日間』であっ
た。もちろん僕には、ウルトラの父
ならぬウエキ屋の父につけられた、
『大葉（ひろは）』という愛らしい名
前がある。しかし、このキャンプで
初めて出逢った子どもたちは、僕の
本名などお構いなしに、実に様々な
『あだ名』をつけてくれた。「花ガラ
太郎」、「電波フェチ」、「ラモジロー
さん」、「梅ボシ太郎」、「チョイワル
兄さん」「年齢不詳３５歳」
などなど・・・。もはやなぜそんな
あだ名がつけられたのか、その由来
さえ今となっては思い出せやしない
が、しかし、これらのあだ名で僕に
呼びかけ、僕と一緒に遊んでくれた

「彼ら」の顔は、今でもはっきりと
覚えている。
　教会のキャンプにはじめて参加
したのが十数年前。僕はいつのま
にか大学生となり、今、学生生活最
後の夏を送っている。考えてみれ
ば大学に入学して以来－つまり、
『大人』になって以来－、自分の名
前や年齢、学校名や肩書き、そう
いったものに捕らわれて、人との
出逢いや他人との関係になにか堅
苦しさを感じる、そんな日々を
送ってきた気がする。
そして僕自身、このキャンプに参
加する前日までは、キャンプで初
めて出逢う年下の「彼ら」と話をし
たり遊んだりするのに、どんな顔
をすればいいのか、どんな態度で
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臨めばいいのか、そんなことを気
にしていた。
　しかし、「彼ら」にとって、キャ
ンプに突然参加した僕が「何者」で
あるか、そんなことはどうでもい
いことだったようだ。名前も知ら
ないはずの僕に思い思いのあだ名
をつけて、僕を仲間として、友達と
して受け入れてくれた。その瞬間
から、僕もつまらないことを気に
するのはやめにして、名前も知ら
ない「彼ら」と大いに遊び、歌い、
そして踊った。お互いの名前なん
て必要なかった。言葉にはできな
い、なにか懐かしい気持ちが溢れ
ていた。
　そう。僕は今年、なにか懐かしさ
に誘われて、七年ぶりにこのキャ
ンプに参加した。ぼんやりとはわ
かっていても、参加する前にはそ
の懐かしさの正体がなんなのかよ
く分からなかった。今思えば、子ど
もの時には本能的に感じていた、
見知らぬ人たちとの初めての出逢
い、そんな出逢いの喜びが、僕を
誘った懐かしさの正体なんじゃな
いだろうか（聞けば、僕は相当人見
知りする子どもだったらしいけれ
ど）。
その日初めて出遭った子どもたち
－名前も知らない子どもたち－と、
こんなにも楽しい時間を過ごせた
ことが、嬉しくって、嬉しくって、
そして懐かしかった。初めての出
逢いが楽しいものだってことを、
長い間忘れていたような。
　おそらく、今回のキャンプが僕
にとって最後のキャンプになると

思う。僕は来年から東京で働く。『社
会人』になってしまえば、きっと今
以上に名前や年齢、肩書きや地位、
そんなもの－子どもたちにとって
は、本当につまらないもの－にとら
われた、堅苦しい「出逢い」をいく
つも経験するんだろう。でも僕は、
このキャンプを通じて、人と人とが
初めて出逢うとき、本当に気にする
べきことはそんなものじゃないって
事を、子ども達に教えてもらった。
名前なんか知らなくったって、肩書
きなんて気にしなくったって、もっ
と素直にその出逢いを楽しむことを
考えればいいんだってことを。
　それでもきっと、『名前のある者』
同士の新たな出逢いに、息苦しい思
いをするときがあるだろう。疲れて
しまうことがあるんだろう。そんな
ときは、キャンプで踊ったキジム
ナー音頭を踊ろうか。長い間忘れて
いる、大切なものを思い出すかもし
れない。
懐かしさに誘われて、またキャンプ
に行きたくなるかもしれない。
　そのときはまた、新しく出逢う子
ども達に、いっぱいあだ名をつけて
もらおう。
　　　　　　　　　　　（阪上大葉）
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　　　　　　日本基督教団西宮公同教会集会案内

　早天祈祷会　　毎月１日午前6時30分から　　 於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　毎週日曜日午前9時から　　　  於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　毎週日曜日午前10時45分から  於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　毎月第1・3水曜日午後7時から 於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　毎月第2・4水曜日午後7時から 於：西宮北口西伝道所

　相も変わらず、日本にはいろんな場があって、その中には必ず
ピラミッドがある。階級的ピラミッド。で、俺はともかく昔から、
そのピラミッドの舌の部分が気になって気になってしようがない
ねん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中川敬）

　神殿の働きを記述したイザヤ書
（５６章）を引用するにあたり、ル
カ福音書は「『・・・わが家は祈りの
家であるべきだ』と書いてある」（１
９章４６節）とし、マルコ福音書は
「『・・・わたしの家はすべての国民
の（すべての国の人の）祈の家とと
なえられるべきである』と書いてあ
るではないか」（１１章１７節）と
しています。イザヤ書では「我が祈
の家のうちで楽しませる」「わが家
はすべての民の祈の家ととなえられ
るからである」（７節）と繰り返さ
れています。イザヤ書が“聖なる山”
の神殿を“祈の家”と定義したのは、
主なる神と向かい合う時の人々に、
そのことを何よりも望んだからで
す。「・・・わが安息日を守り、わが
喜ぶことを選ぶ」人を、神は何より
も喜ぶし、神殿はそんな人たちの神

と向かい合う祈の家なのです。イザ
ヤ書の場合、そこで祈る人たちは
“すべての民”です。ルカ福音書は、
その場合の“誰”をはぶいてしまっ
ていますが、マルコ福音書は“すべ
ての国の人”（すべての国民）と、い
わばその範囲を広げています。
　なのに、すべての国の人の祈の家
を、「・・・あなたがたはそれを強盗
の巣にしてしまった」と、イエスは
厳しく批判します。と言うか、そん
なことになってしまっている現状は
大変によろしくないことを教えてい
るのです（マルコ福音書１１章１７
節）。そうして教えている“あなた
がた”には、「宮の庭で売り買いし
ていた人々」「両替人」「はとを売る
者」などはもちろん、「祭司長、律法
学者たち」も含まれます。厳しく批
判が込められてはいたのですが、そ
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れを教えていたのですから、ものご
との道理や取るべき道筋を、規範
（旧約聖書）に基づいて「・・・と書
いてあるではないか」と教えていた
のです。だから、生ぬるくではなく、
徹底して辛辣にそして容赦はなしに
です。「・・・強盗の巣にしている」
と。この批判は、もちろん“両替人”
や“はとを売る者”にも向けられて
います。ですが、神殿で両替をした
りはとを売ったりなどの商行為が誰
でも自由にできた訳ではありませ
ん。決められた額の“上納金”を支
払うことで、特別の人たちに許可さ
れていたはずです。それを許可する
側にいたのが、たとえば祭司長、律
法学者と呼ばれている人たちです。
で、何よりも“強盗の巣にしている”
という言葉が向けられているのは、
そんな人たちです。それは神殿の管
理者である祭司長、律法学者たちの
ことを“強盗”だと言っているに等
しいのです。ということで教えてい
たのは、確かに神殿で商売をしてい
しまうのは、もともとあるべき神殿
の働き・・・祈の家からは程遠いこ
とであるが、もっと許せないのはそ
れを許可して利益を得ている祭司
長、律法学者たちの存在のことで
す。などということを、公然と教え
るような振る舞いをまのあたりにし
て、祭司長、律法学者たちはもちろ
ん激怒します。「祭司長、律法学者
たちはこれを聞いて、どうかしてイ
エスを殺そうと計った」（マルコ福
音書１１章１８節）、「祭司長、律法
学者また民衆の重立った者たちは、

イエスを殺そうと思っていた」（ル
カ福音書１９章４７節）。ルカ福音
書には、イエスを殺そうと思った者
たちに“民衆の重立った者たち”も
加わっています。そして、「民衆が
みな熱心にイエスに耳を傾けてい
た」の“民衆”と区別しているよう
に読めます。神殿を絶対的な力で取
りしきっている祭司長、律法学者た
ちのような層の人たちがいて、その
もとで少なからず分け前にあずかる
人たちがいて、そしてそんなことに
は全くあずからない逆に神殿に犠牲
を献げる人たちがいて、たぶん神殿
というものは成り立っていました。
だとすると、少なからず分け前にあ
ずかる人たち即ち、“両替人”“はと
を売る者”がここで言うところの
“民衆の重立った者たち”だったか
も知れません。どんな場合の、どん
な世の中でも、もし分け前にあずか
れるなら、絶対的な力にすり寄って
行く人たちはいたのです。それらの
ことをあばきたてるということでは
なくって、祈の家が強盗の巣になっ
てしまっていることがイエスには許
せなかったということのようです。
そんな言動の結果「・・・どうかし
てイエスを殺そうと計る」人たちと
の確執はぬきさしならないものに
なって行きます。　
　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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アア  ココ  ーー  クク  ロロ  ーー  通通  信信（（102102））

この夏、といっても沖縄は１１月
前半くらいまで夏ですが、ダイ
エットと論文執筆にいそしむ予定
でしたが、相変わらずの多忙でど
ちらも当然のことながら失敗です。

その１１月、沖縄では県知事選が
予定されています。沖縄はどうし
ても「米軍基地」が課題となり、加
えて２期８年「保守」＝基地容認派
が知事なので、反基地派は共産党
から元自民党までを巻き込んだ統
一候補でなければならないと努力
してきたところです。けれども、こ
の時代に「統一」を組むのであれば
それなりの政策のすりあわせや人
選そのものが問われるところです
が、結局はうまくいかず「統一」候
補擁立は難しい情勢を迎えてしま
いました。思惑が交錯し、調整役の
市民運動を名乗る人々が早々と一
方の候補を推してしまい混乱に拍
車をかけました。７１歳の新人候
補と本籍保守の二人が自公候補と
闘うことになりそうです。思惑と
いうのは、今年の９月、沖縄では多
くの市町村議員選挙があるのです。
各党派から候補者がでるわけで、
県知事選で共闘する（かもしれな
い）といっても議員選挙はほとん
ど仁義なき闘いです。明日の友は
今日の敵？ですから、誰が誰を推
すか厳しい状況です。かの、辺野古
現地をかかえる名護市も議員選挙
ですが、４年前の反基地市長選統
一候補は今回民主党から出馬、歴

戦の運動家は社民党から、今年の市
長選で分裂選挙の当事者は無所属か
ら、ジュゴン保護を訴えて地元で地
道な活動をしている青年は沖縄社会
大衆党から、基地誘致市長からにら
まれている保守候補も無所属から
と、本当に仁義も何もありません。
結果として、みんな当選すればいい
のですが、とりあえず自分中心で
しょう。もしかすると、それらの選
挙後知事選の動きがまたあるかもし
れません。

ダイエット、「人間ドック」の期日を
１ケ月後回しにして努力しようとは
したのです。けれども本土からゲス
トが来て連日うまいものを食べ歩い
たりで散々でした。特に、いますぐ
どうこうではないのですが、このま
まなら「糖尿病、痛風になるのは確
実です」と脅かされました。

「論文」のほうは目も当てられませ
ん。今後１ケ月に１章、パソコン打
ちです。今回の県知事選、それも
あって付き合いません。といいなが
ら、１２月、論文の締め切り間際な
のに某大学の集中講義（朝鮮史）３
コマも入れてしまいました。

去年見た沖縄本島北部、大宜味村の
「海神（うんがみ、うんじゃみともい
う）」を今年も見に行きました。豊
漁・豊作感謝祈願の祭です。その祭
を司るのは「神女（かみんちゅ）」で
すが、昨年より人数が減っているよ
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大切な贈り物・津門川　49
““津津門門川川ととのの出出会会いい””

　私が津門川と出会ったのは去年の
４月。
　こいのぼりが泳いでいる川の姿を
覚えています。でも“津門川”とい
う名前を知り、意識して眺めるよう
になったのは今年の４月からでし
た。　
　子どもたちとの散歩の時や出勤の
時などに津門川を眺めると、その
時々によっていろんな表情を見せて
くれます。春はタンポポなどの花に
彩られ、夏は濃い緑に囲まれていま
す。雨の後は濁っていて流れが速い
し、穏やかにゆるやかに流れている
時もあります。コイやナマズ、カモ
が泳いでいる時もあります。そんな
津門川の色々な表情を見ていると、
季節を感じられるし、様々な発見も
あります。「津門川沿いに大根がで

きてる！」とか「今日はカメがいて
んで！！」なんて声を聞くと、子ど
もたちも津門川を眺めながら幼稚園
にやってくるんだ、と感じます。子
どもたちの中でも津門川は大切な存
在なんですね。散歩の時には毎回、
必ず立ち止まって津門川を眺めま
す。その時々によって表情が違うか
ら、何度見ても飽きないんだろうと
思います。　
　津門川の意外な一面を見たのは川
掃除の時。驚くほどたくさんのゴミ
が引き上げられました。上から見て
いるだけでは分からないゴミの多
さ。これを見ると、掃除の大切さが
分かりました。掃除に参加して、川
をきれいに保ち、秋、冬とまだ見た
ことのない津門川の表情を楽しみた
いと思います。　　
　　　　　　　　　　　（山崎由貴）

　

うでした。また２年に１度「餅」が
ふるまわれ、神と共食するのです
が、これなど「昨年１度見たから今
年は行かない」とすればわからない
ものです。

沖縄の旧盆、今年は本土より１週間
早く、台風も近づいて「エイサー」
も急遽中止になったところあったよ
うです。

西宮公同教会の、良い子のお友達
も、今回お会いできませんでした
が、雨ばっかりだったのではなかっ

たでしょうか。

本職の、沖縄の知的障がい者通所授
産施設・愛の園は、４月以降「自立
できない自立支援法」で大変です。
何しろ施設で汗みどろになって働い
て、自己負担金をとられるのですか
ら。いやあ、障がい者から施設に来
るために金を取る時代が来るとは
思ってもみませんでした。こういう
日本の政権を許し、さらに悪くなる
であろう政権ができようとしている
のですから仕方ないのでしょうか。
（沖縄・与那原　愛の園　後藤　聡）
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　　　　　　　川が生きる　人が生きる　第７回津門川塾

　　　　“津門川右岸道路を遊歩道化する”“夢”の実現の為に

　日時：２００６年１０月１４日（土）午前１０時～１２時（予定）

　場所：西宮公同教会集会室

　　　　（西宮市南昭和町１０－２２、TEL０７９８－６７－４６９１）

　共催　甲風園１・２丁目自治会／甲風園３丁目自治会／南昭和町自治会

　　　　昭和園自治会／北口南自治会／神戸女学院大学人間科学部・環境

　　　　生態系研究グループ／西宮公同教会・西宮公同幼稚園

　　　　にしきた商店街・津門川の自然を守る会／門戸厄神商店街

　津門川の夏の終わりに、白と桃色の芙蓉が石垣で花を咲かせ、すすきも

穂を出し始めています。

　第６回津門川塾（２００６年７月８日）から、２ヶ月が経とうとしてい

ます。第６回津門川塾は、“川づくり、街づくり”がテーマでした。その

テーマにそって、地元自治会、商店街から具体的な提案があり、西宮市、

兵庫県からはそれに答える発言や助言などもありました。中でも、高齢者

や子どもたちの安全、そして安心して過ごせる川づくり、街づくりの一歩

として、津門川右岸（西側）道路を“遊歩道化する”（１７１号線から南、

山手幹線まで）という意見が、参加者の関心を呼ぶことになりました。

　津門川の治水、周辺の交通、道路事情などから、遊歩道化の実現は容易

なことではありません。しかし、川が生きる、人が生きる街づくりの試み

として遊歩道化は、検討に値するというのが、参加者の共通理解であった

ように思えます。

　第７回津門川塾は、そんな“夢”と、夢の実現の為に、広く地域の人た

ちが意見を出し耳を傾ける集まりになればと願っています。

　“津門川右岸道路を遊歩道化”する“夢”の為に、何が必要で、どうす

ればそんなことが実現するのか、いっぱいの意見、提案を持って集まって

下さい。
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　　　　　　　　　　　　　教会学校から教会学校から　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
　　　　　　　　　　　　　《８月の活動報告》
◇7月31日（月）～8月2日（水）公同子ども能勢キャンプ
◇8月  5日（土）～10日（水）公同子ども沖縄キャンプ
　（台風のため10日帰西）
◇8月19日（土）兵庫フェニックス102条園フェスティバル
　　　　　　　　　“あつまれみん　なのひろば2006夏inポートピアホール”
◇８月27日（日）お土産持ち寄りパーティー♪夏休み中の話などを聞いたり、
　　　　　　　　おいしいお土産を食べたりしました。

　　　　　　　　　　　　　《９月の活動予定》
◇９月  ３日（日）作って遊ぶ！電動歯ブラシを使って歯ブラシカーレース！
◇９月10日（日）キャンプのビデオ鑑賞。
◇９月17日（日）敬老の日にちなんだ高齢化社会問題についての勉強会。
　　　　　　　　  たのしくいろいろ学ぼう！
◇9月24日（日）内容は未定です。たのしみにしていてください。

　◆◆たのしい学習塾◆◆　
　��小学校１年生～４年生対象（教会学校登録者に限る）
　　　日　時　　…毎週土曜日午後3～5時
　　　場　所　　…西宮公同教会1階集会室（日によって異なります）
　　　参加費　　…4500円（月／約４回、教材費含む）
　��小学校５年生以上（教会学校登録者に限る）
　　　日　時　　…毎週土曜日午後7～9時
　　　場　所　　…西宮公同教会1階集会室
　　　参加費　　…4500円（月／約４回、教材費含む）

“学ぶことが嫌いにならない”“学ぶことが楽しくなる”学習塾です。根気よく
付き合ってくれる愉快なスタッフが揃っています！申し込みを希望される方は
事務所までお申し出下さい。子どもたちにいい時間と場とつながりを用意でき
るようにがんばっています。
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「「それぞれの夏休みを過ごしたみんなが、それぞれの夏休みを過ごしたみんなが、
　　　　幼稚園に帰ってきました～！！　　　　幼稚園に帰ってきました～！！」」　　

　「2学期元気に会おうね！」そう
約束して迎えた夏休み。
　夏休みには年長さんとのお出かけ
イベント！がいっぱいでした。
　１つ目は、富山県氷見市での宿泊
保育。久しぶりの再会にもかかわら
ず、バスの中はおしゃべりがいっぱ
いです。いつ会っても変わらない、
こんな仲間たちっていいな～と思い
ました。
　毎年、「お泊り」ということへの
子どもたちの反応は様々です。「一
緒に寝ようね」って盛り上がってる
子もいれば、「ぼくは、きょうくも
んがあるからかえらないといけない
んだ」と泊まるなんて聞いてな
い！！という感じの子。でも、みん
なで楽しい時間を過ごしていたら、
いつの間にか夜になってて、眠いか
ら寝てしまったら、朝だった。「ひ
とりでおとまりできたんだ！」と自
慢顔。そんな時間が今年も流れて行
きました。「『しゅっちょうにいって
くるから～』っていってきたんだ。」
と言う子には笑ってしまったけれど
～。
　大迫力の獅子舞を見て、みんなで
海に入って、おいしいもの食べて、
花火もして！！こんなに長い時間子
どもたちと一緒に過ごしていられる
なんて、幸せな時間でした。
　2つ目は、夏期保育での淡路島！
カヌーに手作りお箸！！これがなく
ては年長さんを過ごしたとはいえま
せん。途中雨が降る！ということも
あったけれど、坊主頭の彼が「ぼく
がいるからだいじょうぶ！てるてる

ぼうずのかわりになってあげる」
と、そんな雨をどこかに吹き飛ばし
てくれました。年長さんといっぱい
過ごしたこの夏は私にとって、とっ
ても『熱いもの！！』となりました。
　夏期保育、ぽっぽさん・さんぽさ
ん・らったさんも元気にやってきま
した。みんな夏休みの話を聞いて欲
しくてたまらない様子。一斉に話し
始めるから大騒ぎです。みんなとい
るとやっぱり楽しい！そう感じた瞬
間でした。
　夏期保育中は毎日プール！ぽっぽ
さんも顔に水がかかってもへっちゃ
らになっています。着替えの時、「あ
れ？みんなおんなじもようがある」
と不思議そうに教えてくれました。
みんなのおなかにはズボンのゴムの
跡・・。「ぼくもある！」「わたしも
ある！！」とみんなのびっくりして
る様子がおかしくておかしくて。み
んなと過ごす時間は大好きです！！
手作りおやつも楽しみの夏期保育で
した。
　そして始まった2学期。夏休みに
それぞれの夏休みを過ごしたみんな
が、幼稚園に帰ってきました。みん
なの心にいろんな宝物を残してくれ
た夏休み。そんな日々を元気の源に
変えて、2学期もいっぱいに楽しみ
ましょう♪みんなが一緒だとそれだ
けで楽しくなってしまう毎日に、2
学期はいろ～んな行事・イベントも
いっぱいです。みんなの笑顔がいっ
ぱい見られるそんな毎日であります
ように。 　　　　　　　　　　　　
　         　　　　　　　（上田華子）
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　　20062006年年９９月　あんなこと　こんなこと月　あんなこと　こんなこと……

　�９月   1日（金）早天祈祷会
　�９月 10日（日）午後1時～平木まつり、於：平木小学校。
　�９月 14日 （木） 午後6時～、ソールフラワー・モノノケサミッ
　　　　　　　　　  ト実行委員会、於：集会室。
　�9月22日（金）幼稚園、おはぎパーティー。
　
　
◇にしきた商店街…　
　・ 9月3日  (日）午後12時30分～、津門川掃除
　・９月 7日（木）午後3時～、にしきた街舞台実行委員会
　　    　　　　　　（於：集会室）
　　
◇アートガレーヂ
　・野菜市：9月5日（火）、9月19日（火）
　・9月6日（水）～10日（日）
　　年長組写真展　宿泊保育in氷見や淡路島に出掛けた時の写真な
　　ど展示。
　・9月29日（金）～10月1日（日）
　　日本刺繍西宮教室作品展　　「童夢」

◇関西神学塾
　・9月  1日（金）桑原重夫先生「使徒行伝を読んでみよう」
　・9月  8日（金）関西神学塾特別講義
　　　　　 　　　　飯謙先生「旧約詩篇はなぜ編まれたか？」
   ・9月15日（金）勝村弘也先生「死海文書を読む」
　・9月28日（木）岩井健作先生「岩井健作の宣教学」
　・9月29日（金）田川建三先生「マルコ福音書註解」　　
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ままいいのの勝勝手手にに何何ででもも案案内内

　どもー！気が付けば夏が終わって
しまった模様ですが個人的にはまだ
まだ夏休みです！いやー大学生って
いいですねー！中高でも二ヶ月夏休
みはあったけど、時期が違います。
９月という一般的に空いていて気候
も過ごしやすくなる一ヶ月は大き
い！というわけで二泊三日で横浜に
行ってまいりました。いいご身分で
す。うふふ。それもただの観光旅行
ではないのです。一番の目的はライ
ブだったのです。新幹線代が往復で
チケット代の６倍近かったという事
実。ライブで体力を使い果たしてク
ラスの友達との旅行に行けなかった
という事実。まぁいいんです。それ
だけの価値のあるライブ（と旅行）
でした。
　となったら今回紹介するのはその
ライブのバンド以外にありえないで
すよね！ていうか紹介したいだけな
んですけど。こういう個人的趣向を
紹介するのは連載再開してから初め
てなんで気もひけるんですが、もう
テンションで乗り切ります。まずバ
ンド名は「RADWIMPS」（らっど
うぃんぷす）。横浜出身、メンバー４
人全員２１歳男性（というのも何か
変）のバンドです。ジャンルは一応
ロック・・・かな？ポップスかも。そ
こらへんの区別はよく分かりませ
ん。ラップもやっちゃうしね。去年
メジャーデビューして売り出し中

で、今年はいっぱいCD出してま
す。作詞作曲担当の野田洋次郎さ
ん（ボーカル）なんて現役大学生な
んで、その忙しさは半端じゃない
はずです。実際ベースの武田さん
もライブ翌日、授業中にブログ更
新してました。客のあたしが筋肉
痛でバテてるのに・・・本気ですご
いと思います。
　で、これまで「好きなバンドと言
えば東京事変！」だった私が今年
に入ってここまで彼らにハマって
しまったかというと（勿論今も東
京事変大好きです）、その音楽が好
きだから、それに尽きます。当たり
前ですが。前述のように作詞作曲
は全部洋次郎さんがしてるんです
が、曲ジャンルはバラードっぽい
泣かせるものからビートルズ的な
ものやらライブで飛び跳ねまくる
ような激しいロックっぽいものや
ら色々で、それに乗っける歌詞が
また格別です。普通に歌ってたか
と思えばとんでもなく早口なラッ
プになったり日本語だったり英語
だったり。そこらの女の子より数
段きれいに高音を歌い上げたり。
そして歌詞の内容とくればもう。
メッセージ的なものは一曲一曲
ハッキリしていてすごく素直なん
だけど、それを表すのにものすご
い量の言葉（それも全然高尚じゃ
なくてむしろたまに品のない言葉）
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を駆使して自分で自分の歌詞に言い
訳しまくって、でも結論はやっぱり
単純なこと、て感じです。こうやっ
て説明するのは難しいんだけど、余
りに素直なものにはついツッコミを
いれてしまうひねくれ者の私にはそ
れがしっくり来たのかもしれませ
ん。あ、歌は大体がラブソングです。
全て実体験に基づく歌だと言うだけ
あってすごく等身大。歳も近いし。
そんな恋ができればいいなぁと柄に
もなく思ってしまいます（女性とし
ては椎名林檎女史の歌詞の方が共感
するところもありますが）。でも恋
愛モノでない曲の歌詞も、同じよう
に実体験に基づいて実際感じて考え
たことを書かれたもので、いくつか
は私にとって忘れることのできない
ものとなりました。
　「Mr.Children」とか「BUMP OF
CHICKEN」とか、歌詞が（曲も！）
とっても良いバンドは沢山あるけれ
ど、私は「RADWIMPS」が一番身
近に感じられます。それは歳のせい
が一番だろうけど、その素直じゃな
い素直さにも要因はあるんじゃない
と思います。他のメンバーもRAD
が大好きで、曲も歌詞も自分のもの
として演奏してるから、爽やかで迷
いがなくて。今からどんどん有名に
なってく内に、そういう身近さや疾
走感が消えてしまうかもしれないの
はとても心配だけれど、５年後も全
く同じであるのはむしろ不自然だ
し 、 ち ょ う ど 今 、 自 分 も
RADWIMPSも変わり行く時期に出

会えてその変遷を見守っていけるの
は本当に嬉しいことだな、と、そう
思うのです。興味がある人は是非聴
いてみてください。アルバム３つ出
てます。オススメ曲などもセレクト
致します。最後に歌詞を一節。
「俺が生きてる今が　この時が／
『嘘です　夢です　本当は君死んで
ます』／って言われたそんな時に／
『はい、そうですか』って言える命
になりたくないから」
　　　　　　　　　　（高橋　舞）
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　先日、DVDを借りて、「Always
　三丁目の夕日」という映画を観ま
した。以前から興味があったのと、
気分転換にと思って借りたのです
が、とてもすてきな映画でした。内
容に関しては人によって好みが分か
れるかもしれませんが、狭い横町に
住む人々の人情あふれるやりとり
や、それぞれの人生にドラマがある
こと、また近所付き合いといいます
か、ご近所さんと何げなく力を貸し
合う姿に、今の時代には少なくなっ
た何かを感じ、とても心が暖まりま
した。
　そんなときに、これからの時代に
もこのような光景が必要だなあと感
じたときに、ふと浮かんだ顔は、に
しきた商店街、南昭和町自治会、津
門川掃除にこられている方々のお顔
でした。
　ご存知の通り、月に一度第一日曜
日には、教会の前を流れる「津門川」
（つとがわ）の掃除が行われます。近
隣の自治会やにしきた商店街が中心
に、時には子どもたちも参加しての
掃除です。暑い日でも寒い日でも行
われる掃除の後は、必ずみんなで軽
い食事をとります。食事をするのは
いつも幼稚園の園庭で、決まった定
番メニューが並び、カップラーメ
ン・おにぎり・サンドイッチ・ジュー
スにビールといった感じです。商店
街の会議や自治会などの集まりで

は、ときに意見をぶつけ合ったり、
納得できないことにはきっぱり反対
意見を言い合う関係でも、この時間
はみんな川を大切にするおじちゃ
ん、おばちゃん、お兄さん、お姉さ
んになっています。最近感じたこと
や世間で話題になっているニュース
などについてあーだこーだと意見を
言ったりして、にこにことしながら
また帰っていきます。

　お昼に、お弁当を買いに歩いてい
ても、となりの美容院のお兄さんが
こんにちは～と声を掛けてくださっ
たり、近くのお店に食事に行けば小
さなおまけが付いてきたり、幼稚園
がなにか騒がしくなったときには、
近くのお店から店長が飛んできてど
うした？と心配して下さったり。教
会そして幼稚園の存在が、地域の中
にたしかに存在感あるものとして存
在していることがとてもとても嬉し
いことだと再確認させられていま
す。
　街を歩いていて、またどこかの店
に入ったとき、また何か困ったこと
があった時に、そこがまったく知ら
ない場所でなく、親しみのある場所
であり、親しい人がそこにいるとい
うことが生活する上でとても心強い
と感じています。
　　　　　　　　　　　（田中知恵）

私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち
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今　月　の　あ今　月　の　あ・・そそ・・びび

　積木をたくさん積み上げて、一番
下の一枚を引き抜いた瞬間に崩れる
様子に、子どもたちはかたずをのん
でそして大喜びします。いっぱい並
んだドミノが、カタカタ音をたてな
がら倒れる様子にも、こどもたちは
かたずをのんでそして大喜びしま
す。
　最近少し驚いて大喜びした遊び
は、“電動歯ブラシカー”です。１０
０円ショップの電動歯ブラシ（そん
なものが売られている）の、握りの
部分を洗濯バサミ（先端が物干し竿
をはさめるように丸くふくらんだも
の）ではさみ、車輪を取り付け、歯
ブラシの部分を下に向け、スイッチ
を入れるとそっちの方に動き出すの
には、子どもたちは少し驚いて大喜
びしました。
　この“電動歯ブラシカー”が紹介
されていたのは、「たのしい授業」の
２００６年７月号です。
　洗濯バサミに車輪を取り付けるク
ルマの遊びは、田中周子さんの本の
中で紹介されています。厚紙を切り
抜いたクルマ、竹串２本、洗濯バサ
ミが二つ、車輪を４個用意すれば、
２～３才の子どもたちでも遊べま
す。そして、このクルマはよく走り
ます。
　電動歯ブラシカーは、電動歯ブラ

　電動歯ブラシカー　電動歯ブラシカー

シに洗濯バサミが一つ、車輪は２
個だけで、“自動”で動いてしまう
ところが、驚きで大喜びなのです。
クルマのように、動く遊び道具の
場合にかんじんなのは車輪です。
「たのしい授業」に紹介されていた
ところによれば、もともとはゴム
の車輪だったのは、発砲スチロー
ル球を使うことで簡単にできてし
まいます。９月３日に教会学校の
子どもたちと遊んだ時は厚紙を
切った車輪を使いました。こんな
時の車輪作りなどに必ず登場する
のが電動糸のこです。お菓子の
入っていた空き箱の厚紙を６～１
０枚ぐらい重ね、コンパスで必要
な大きさの車輪用の円を描き、電
動糸のこで切れば、３～５セット
分の車輪が一気に出来てしまいま
す。木はもちろんこうして厚紙を
重ねて切ったり、布の場合も板で
はさんで切ったりと、きれいに大
量に遊びの素材を自家製で作って
しまえるのが電動糸のこです。
　電動歯ブラシカーは、グループ
対抗で本気になって“レース”を楽
しむことができました。
　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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つ と が わつ と が わ

編集後記編集後記

ずいぶん以前のことですが、亡くなっ

た母が地元の婦人会の企画だったか

で、皇居の草抜きの奉仕に出掛けたこ

とがありました。そんな時に、“自分の

家の周囲の草抜きも間に合わないの

に、よくもよその家の草抜きを手伝え

るもんだ”とからかったことがありま

した。

　高齢化する父、母など身内のことで

手をこまねくよりない状況で、よその

家庭のことで大騒ぎするゆとりはない

ように思っています。

　　　                        （Ｋ）

　　　　　　　　　　　　

写真が大好きです。見るのも撮るのも

好きです。なのでこの夏、いくつかの

写真展に出掛けました。そして写真に

写る風景に心揺さぶられる事がやっぱ

りあるんだなぁ…と感じました。言葉

よりもいつか出会った風景に励まされ

る事があるとおっしゃった写真家の星

野道夫さんの写真を見ながら、泪が溢

れました。これからいくつもの風景に

出会って行くと思うけれど、通り過ぎ

ないで覚えていたいなぁと思ったりし

ました。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

　　　　　　　　　　　　　　　

　今月、誕生日を迎えて、たくさんの

人達からお祝いをしてもらいました。

なかなか会えない友達も、ちゃんと覚

えてくれて祝ってくれ、心から嬉しく

思いました。何歳になっても、お祝い

してくれる存在がいるっていう事は幸

せな事ですね。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

７～８月を振り返って。

　その①

娘と買い物に－。レシートに記された

全額以外の数字「A７０、E７５」！！

　その②

ビールにはまった！

おいしいのは「サントリーモルツプレ

ミアム」買うのならこれ。今まで発泡

酒や金額だけで（１ケース２３９０円

につられて）ビールを購入してたけど

“ごめんなさい！”

　その③

月２回発行のビッグコミック誌３誌。

愛読すること３０年。何を忘れてもこ

れらの発売日だけは～というのが自慢

だった。のに、あまりの暑さと忙しさ

に失念した。ショックを隠し切れませ

ん。

　　　　　　　　　　　　　　 （Ｊ）

　　　　　　　　　　　　


